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学 会 記 事

第72 回新潟消化器病研究会

日時　平成 1 2 年 7 月 8 日 （ 土 ）

午後 1 時より

場 所 　 新 潟 市 民 プ ラ サ

N E X T 2 1 ヒ ル 6 階

I .  一 般 演 題 � �

1 当院に於ける『テカフール・キメスタット・オ

タスタットカリウム配合カプセル剤（T S - 1）』

に対する有効性 の検討

星野弘樹　飯野善一郎(完訂
T] 'k 病院

)
柴 康 彦 　 堀 川 誠 也 （ 同 内 科 ）

今回我々 は ,
T S- 1 を切除不能胃癌 ,

再 発胃 凧

術後遺残席の 患者 に対 し用 い その 効果,
副作用 に

つ い て 検討した 平成11 年9 月よ り現存まで 8 例

の 患者 に対 し投与し ,
その 奏効辛は4 0 % で あ っ た

その うち肝転移の 1 症例で C R を呈 し た 副作川

は
,
骨髄抑制が7 1 4 % ,

消化器症状が4 2 9 % て ( 令

て g r a d e 2 以下) に 認めら れた T S- 1 の 投与 に よ

り
,
5 - F U 注を中心と した注射剤に よ る 併用療 法

と同等の奏効宰を軽微な副作用て 得る こ とがで き

た

2 消化器癌 と刺絡療法

福 田 稔 ( *il
一

志訂
昆泉病院
)

安保 徹(監墓姦
≠医学部

)

癌ヤ ア ト ピ ー を含めた難病と言わ れて い る疾患

は自律神経が
一

方的に 片寄 っ た状態で 発症 して い

る辛が判 っ た そ して そ の殆 どは交感神経 が優位

に立ち
,
白血球 ｢‡] の頼粒泳 は多く ,

リ ン パ 疎 は減

少 して おり
,
局所で は虚血状 軌 二な っ て い る 辛が

判 っ た --一方副交感神経が 優11t
l

! に
ー
;/
n
A ち

, 額柁妹 は

少なく
,
リ ン パ 球が多くなり

,
局所 で はう っ 血 状

態て 発娃して い る患者は趣く稀で ある ことも解 っ

た

い すれ に して も交感神経が優15
'

r に な っ て 発存す

る疾J

[

[

f 7J ま冶療が 困難て
,
副交感神経が 優付 になり

発症する疾患 は冶療が容 易 て あ る こ とも判 っ た

この 様 に多くの 難痛と言われ て い る疾患 はその 始

とが交感神経が優イT:/i_ にな っ て 発応 して い るの て あ

る から
, 交感神経を刺徹す る ス テ ロ イ ト剤 ,

鎮痛

刺 , 抗痛剤
,
照射

,
手術等々 は 人変危険な冶療法て

ある ことを 一 刻も早く認識すべ き である と考えら

れ る

3　当院におけるC T  A n g i o g r a p h yの現状と問

題点

森 茂 紀 　 柏 村 浩

柳 沢 善 計 　 村 山 久 大

石 川 卓 　 早 見 守 仁
佐 藤 攻 　 清 水 武 昭

加 村 毅

久砦(寓荒
剛 弧

)
守仁
虎昭 ( r7,l 外科)

(莞親
?
i

)
当院て は

,
平成1 1 年一2 月より血管造影

‾
F C T ( C T

ア ン キ オ) を開始 し, 計22 例 に2 4 回施イJ‾した C
r

r

ア ン キオは
,
血虎動態を鋭敏 に反映 し ,

士 に肝腫

癌性病変の 診断
,
冶療 に 役立 っ て い る が , 種 々 の

問題点を経験した 搬送方Jよ,
チ ュ

-

フ 逸脱
,
血管

分枝の破格に 伴う造影方/i ; の煩雑 ,
夕

､

イ ナ ミ ノ ク

C T と大差 簸 い 症例
,
門脈 塞栓 や A - P シ ャ ン ト に

よる検査小 十分症例 ,
C T A P に おける 多発徴 ′ト欠

損像の 存在とそ の 判断なとて あ る ま た ,
試 み と

して
,
陣癌柾例の 脈管浸潤の 把握の ため に ,

C T A P

をもと に 3 D 匝1 像 を合成 した C T ア ン キ オ の 利

良
,
欠J

占
､ を認識し

,
症例経験 を 蓄積 し て い く こ と

が必 要と考えられ た


